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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・看護グループ内研修について

日時　10/15（木）17：10～17：45　　　場所：病院2階会議室

テーマ：精神科における薬物療法と管理　　　講師：天間Ns

参加希望の方は10/14（水）までに出欠を入力すること。

・第5回院内研修について

日時　10/20(火)10/21(水)17：30～18：30　場所：メモリアルホール　

テーマ：「インフルエンザ・ノロ対策」　　講師：感染対策管理委員会委員長　東　志保

・看護グループ内研修について

日時　10/22（木）17：15～17：45　　　場所：病院2階会議室

テーマ：コーチング　　　講師：佐々木AOM

参加希望の方は10/19（月）までに出欠を入力すること。

・第３回昇格試験について
日時：10/27（火） ～10/29（木）17：30～18：30　（60分）
場所：メンタルケア病棟３階会議室　ミーティングルーム(みさわ)
申込期限： 10/13（火）～10/19（月）17：00まで
※試験対象者は中級試験受験資格者受験者リストを確認の上、受験期日内に総務またはSGM、TOLに申し込むこと。

＜青陽館利用者様情報＞
・赤石　陽介様　～体験利用実施中。本日来所時、首の痛みを訴えており、状況を確認。首が回りにくく、手が痺れるとのことで、病院受診は迷っていると話している。早めに対処する必要性を伝えると、担当医に相談してみると話している。
・古舘　ヨリ様　～本人より｢寒気がする。頭痛もするんだよ｣と電話ある。バイタル測定しておらず、バイタル測定後連絡あり、体温35.5℃、血圧150/100mmHg平熱であり、来所するよう伝えるが、「休みたい。明日は来ます」と話され欠席することとなる。血圧が高いことを気にかけた発言あり、グループホーム世話人へ情報提供している。
・繁名　和恵様　～幻聴の訴えはあるものの、表情明るく話している。
・小坂　君子様　～本人よりデイケアを辞めたいと何度か電話がある。担当医が来年開業するため、そちらに行こうと考えていると話す。場所の説明をするも、自分で場所をみてきたいと話される。デイケアは病院をどうするか決めてから利用について決めたいと話される。

・上川原　豊様　～昨日、家の玄関で転倒し、左膝を打撲。内出血等なく、変化ないが、触れると疼痛の訴えあり、経過観察していたが、本日朝、整形外科受診すると電話があり、受診結果を報告して頂きたいことを伝えている。
・古川　富蔵様　～今朝、血圧150/102mmHｇ→再検131/101㎜Hg。デイナイトケアでは、13時　血圧134/90mmHg　脈拍80回/分。不調の訴えは聞かれていない。

・鈴木　真知子様～昨日帰荘後、20：30　血圧161/93mmHg、再検にて154/93mmHgと高値見られている。今朝8：00　血圧142/90mmHgで経過。本日のデイナイトケアでは、昼食は主食1～2口、副食1/4摂取されている。13:00 血圧132/70mmHg　脈拍72回/分。水分摂取が頻回となりスタッフ声掛け要している。顔を手でしっかり押さえているため、顔に手の跡が残っている。プログラムに参加するが座っていられず、トイレへの立ち歩きが多くなっている。
・古舘　正行様　～昨日青風荘帰荘後、20時、独語聞かれている。疎通性悪く、表情の硬さや全身の振戦も見られている。今朝は疎通性良く、不穏な様子は見られていない。デイナイトケアでは、上記症状は見られず、プログラムにも参加されている。
・八木橋　牧雄様～昨日来所時、体温36.9℃、血圧163/107mmHg、脈拍76回/分。体調を確認すると「具合が悪い」「鼻水が出る」と話しており、咳嗽時折聞かれている。頸部の張りは少しあるとのこと。酒臭は感じられないが、顔面紅潮や手指振戦は目立っている。18:15体温36.8℃、血圧157/103mmHg、脈拍90回/分。19:30体温36.9℃、血圧150/92mmHg、脈拍79回/分と血圧の改善みられているが、症状の変化はほとんどなく経過している。テレビを見ながら過ごしているが、時折立ち歩きあり、普段よりは落ち着きがない様子が見られている。
＜外来情報＞

・青木　紀子様　～時々心臓が苦しくなるとの訴えあり、心電図検査実施。特に異常はみられていない。
・清水頭　翼様　～本日より、ハロマンス注射を75㎎から100㎎へ増量し、4週間に1回行うこととなる。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（　倉石　ヨシエ　様）

実施日：H27年10月14日（水）13：30～14：00

担当チーム：佐々木、服部、工藤

参加者：川井、佐々木、戸賀沢、馬場、間山、藤田
検討内容　目標の見直し

	氏名
	倉石　ヨシエ
	性別
	女
	年齢
	84
	生年月日
	昭和6年　8月　1日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	骨盤疲労骨折

	治療方針（医師の指示）
	・基本的生活習慣の修得

・対人関係の改善

・身体機能の維持・向上

・作業能力・持続性の向上

・病識を身につける

	本人希望
	現在の生活を維持する。

	家族希望
	青風荘や関連施設で生活を続けて欲しい。

	入院歴
	計　1回（最終：昭和62年8月　～平成13年9月13日　　青南病院）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成13年10月9日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘
	家族構成


                 


定期的な面会は無いが、必要時には援助してくれている。（姪様）

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	青陽館を利用し、青風荘での生活を続ける。
	①妄想に左右されないよう落ち着いて過ごす事が出来る。
	①妄想に左右されず、日常生活に支障をきたさない。
	①気になることや不調を感じた時にスタッフに伝えられるようになる。神様発言が聞かれた際には過度にならないように発言を傾聴する。

	
	②現在できている日常生活動作能力の維持。
	②歩行状態を維持する。
	②下半身の筋力低下を防ぐ為、自分のできる範囲で歩行運動に参加する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①妄想に左右されず、日常生活に支障をきたさない。

	・物取られ妄想があり、「神様が隠す」と訴えることがある。

・身体の痛みがある時には、「小人がいる」「神様がいる」等と身体不調に合わせて聞かれることが多い。

・特定女性利用者様に対する幻聴があり、「聴こえるんだよ…」と幻聴があった際には、不安げな表情も見られている。

・不調があった際や眠気があり横になりたい時に、静養室で休むよう促がすことがあるが、「悪い神様が居るからあそこは嫌だ」と話し、入室を拒む発言が聞かれる。

	妄想により日課に取り組まない事はないが、妄想に左右されず、日常生活に支障をきたしていないか観察は引き続き必要。

表情が冴えなかったり、身体不調の際に声を掛けると神様の発言がある為、本人の発言を傾聴し、訴えが過度とならないように声掛けをしていく。目標継続。


	②歩行状態を維持する。
	・テーブル拭きは忘れずに取り組んでおり、拭き方が丁寧である。忘れているメンバーには、指示していることある。

・運動に拒否なく参加できている。歩行運動は日によって歩行距離は変わるが、生活指導室を2～3周することができている。時々、右膝に痛みがあり神様発言も聞かれるが、いつも通りプログラムには参加出来ている。

・自分からスタッフに不調を訴えることはないが、スタッフが声を掛けると小声ではあるが訴えることができている。


	無理のない範囲で運動に参加できるように見守りを行っていく。座った状態でも動けるところをしっかりと動かし、動作はほぼ維持されている。体力だけでなく日常生活能力の維持、今出来ている事を続けて行っていけるよう、目標継続。

	その他
	・体重55.5kg。ＢＭＩ26.7。便秘があり、下剤を服用して排便することが多い。自分から水分を摂ることが少ない為、特に気温の高い日は水分補給の声掛けを常時行い、摂取して頂いている。

・テレビ前のテーブルに、いつも座っており、１人で過ごしていることが多い。コーヒーを飲む時には、他者に「飲むが？」と声を掛けて、一緒に作ってもらうようスタッフに伝える事がある。
・9/28(月)今朝青風荘にて血圧161/70mmHg、再検161/70mmHgと高値で経過。12：40血圧142/53mmHg、脈拍48回/分となっており不調の訴えはない。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	青陽館を利用し、青風荘での生活を続ける。
	①妄想があっても上手に付き合い落ち着いて過ごす。
	①妄想があっても、日常生活に支障をきたさない。
	①気になることや不調を感じた時にスタッフに伝えられるようになる。神様発言が聞かれた際には過度にならないように発言を傾聴する。

	
	②現在できている日常生活動作能力の維持。
	②歩行状態を維持する。
	②下半身の筋力低下を防ぐ為、自分のできる範囲で歩行運動に参加する。








本人





トメ様








